
地
銀
の
国
内
債
券
の
含
み
損
増
加
は

地
銀
の
国
内
債
券
の
含
み
損
増
加
は

運
用
体
制
を
見
直
す
好
機

運
用
体
制
を
見
直
す
好
機

米
銀
２
行
の
破
綻
は

日
本
に
と
っ
て
も「
対
岸
の
火
事
」で
は
な
い

日
本
資
産
運
用
基
盤
グ
ル
ー
プ

投
資
運
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長

石
田
淳

大
幅
に
拡
大
す
る

国
内
債
券
の
含
み
損

　

地
域
銀
行
99
行
（
注
１
）
の
有
価
証

券
評
価
損
益
は
、
２
０
２
２
年
３
月

末
の
約
３
兆
９
０
０
０
億
円
か
ら
12

月
末
に
は
８
０
０
０
億
円
と
な
り
、

約
３
兆
１
０
０
０
億
円
も
悪
化
し
た

（
図
表
１
）。わ
ず
か
９
カ
月
間
で
含

み
益
の
約
８
割
を
喪
失
し
、
含
み
損

を
抱
え
る
地
域
銀
行
は
64
行
に
上
っ

た
。
第
二
地
銀
の
合
計
で
は
お
よ
そ

１
０
０
０
億
円
の
含
み
損
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
含
み
益
上
位
２
行
の
京

都
銀
行
、
八
十
二
銀
行
を
除
く
97
行

の
合
計
で
も
含
み
損
に
陥
る
と
い
う

極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
９
月
末
ま
で
の
含
み
益
の
減
少
は
、

外
債
や
投
資
信
託
な
ど
「
そ
の
他
の

証
券
」
の
含
み
損
の
増
加
を
主
因
と

し
て
い
た
。
一
方
で
、
９
月
末
か
ら

２
０
２
２
年
12
月
期
決
算
に
お
け
る
地
域
銀
行
の
有
価
証
券
評
価
損
益
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
特

に
国
内
債
券
の
含
み
損
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
今
や
外
債
や
投
資
信
託
な
ど
の
含
み
損
と
比

肩
す
る
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
４
月
に
発
足
す
る
日
本
銀
行
の
新
体
制
下
で
金
融
政
策
の

正
常
化
が
遅
か
れ
早
か
れ
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
な
る
含
み
損
の
増
加
も
懸
念
さ
れ

る
。
地
域
銀
行
は
い
か
に
し
て
運
用
体
制
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
高
度
化
し
て
い
く
べ
き
か
。

12
月
末
に
か
け
て
は
、
そ
の
他
の
証

券
の
含
み
損
は
や
や
減
少
し
た
一
方

で
、
国
内
債
券
の
含
み
損
が
約
８
０

０
０
億
円
増
加
し
た
。
昨
年
12
月
20

日
の
日
本
銀
行
決
定
会
合
で
、
長
期

金
利
の
変
動
許
容
幅
が
０
・
25
％
か

ら
０
・
５
％
程
度
に
拡
大
さ
れ
た
影
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響
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
の

長
期
金
利
は
９
月
末
の
０
・
24
％
か

ら
12
月
末
に
は
０
・
41
％
に
上
昇
。

わ
ず
か
０
・
17
％
の
上
昇
で
約
８
０

０
０
億
円
も
国
内
債
券
の
含
み
損
が

拡
大
し
た
。
結
果
と
し
て
、
12
月
末

時
点
で
そ
の
他
の
証
券
・
国
内
債
券

は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
兆
５
０
０
０
億
円

の
含
み
損
に
陥
っ
た
。

　

地
域
銀
行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

占
め
る
国
内
債
券
の
比
率
は
６
割
程

度
に
上
り
（
そ
の
他
の
証
券
の
割
合

は
３
割
程
度
）、
な
か
に
は
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
９
割
以
上
を
国
内
債

券
が
占
め
て
い
る
よ
う
な
地
域
銀
行

も
あ
る
。
今
後
、
日
銀
の
政
策
変
更

に
よ
り
日
本
の
長
期
金
利
が
一
段
と

上
昇
し
た
場
合
、
国
内
債
券
の
含
み

損
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
事
態
は
避

け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

国
内
金
利
の
上
昇
が

一
過
性
で
は
な
い
可
能
性

　

さ
ら
に
、
日
本
の
長
期
金
利
は
06

年
以
降
か
ら
22
年
初
め
ま
で
は
ほ
ぼ

右
肩
下
が
り
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
来

て
転
換
点
を
迎
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

日
本
に
も
イ
ン
フ
レ
の
波
が
押
し
寄

せ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
の

長
期
金
利
の
上
昇
は
一
過
性
で
は
な

く
、
今
後
数
年
間
続
く
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。

　

し
か
も
異
次
元
緩
和
を
担
っ
て
き

た
日
銀
の
総
裁
が
交
代
す
る
。
次
期

総
裁
に
決
ま
っ
た
植
田
和
男
氏
は
２

月
24
日
・
27
日
の
国
会
で
の
所
信
表

明
で
、
現
行
の
金
融
緩
和
を
続
け
る

姿
勢
を
見
せ
た
。
た
だ
し
、
足
元
で

は
市
場
機
能
の
低
下
な
ど
副
作
用
が

目
立
っ
て
お
り
、
金
融
緩
和
の
継
続

に
向
け
て
副
作
用
の
軽
減
に
つ
な
が

る
政
策
修
正
を
検
討
す
る
考
え
も
示

し
た
。
４
月
以
降
は
副
作
用
を
軽
減

し
つ
つ
、
正
常
化
を
模
索
す
る
局
面

に
入
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
の
長
期
金
利
が
下
が
り
始
め

た
06
年
以
降
で
見
る
と
、
地
域
銀
行

の
国
内
債
券
の
割
合
は
11
年
度
の
83

・
６
％
を
ピ
ー
ク
に
21
年
度
は
59
・

４
％
ま
で
低
下
し
、
国
債
の
割
合
も

同
期
間
に
48
・
６
％
か
ら
19
・
９
％

ま
で
低
下
し
た
（
図
表
２
）。
こ
の

数
字
だ
け
見
る
と
、
国
内
金
利
上
昇

リ
ス
ク
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ

ど
単
純
な
話
で
は
な
い
。

　

日
銀
の
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
21
年
度
の
金
融
機
関
の

円
債
投
資
に
か
か
る
金
利
リ
ス
ク
量

は
デ
ー
タ
が
さ
か
の
ぼ
れ
る
02
年
度

以
降
で
最
大
の
水
準
に
あ
る
。
リ
ス

ク
量
増
加
の
背
景
と
し
て
は
、
投
資

残
高
の
増
加
の
ほ
か
、
大
量
償
還
を

迎
え
た
高
利
回
り
債
の
利
息
減
少
を

補
う
観
点
か
ら
保
有
債
券
の
デ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
こ

〔図表１〕 地域銀行の含み損益の推移

（出所）　各行決算短信から日本資産運用基盤グループ作成。
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と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

劣
後
債
に
は

特
段
の
注
意
が
必
要

　

ま
た
、
過
去
の
金
利
上
昇
局
面
で

は
、
地
方
債
や
事
業
債
の
対
国
債
ス

プ
レ
ッ
ド
が
拡
大
す
る
こ
と
が
多
く
、

国
債
以
上
に
利
回
り
が
拡
大
す
る
事

態
も
懸
念
さ
れ
る
。
図
表
２
の
と
お

り
、
地
域
金
融
機
関
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
お
け
る
21
年
度
の
地
方
債
の

投
資
割
合
は
22
・
３
％
、
社
債
は
17

・
２
％
に
及
び
、
国
内
金
利
上
昇
リ

ス
ク
に
加
え
て
、
流
動
性
リ
ス
ク
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
リ
ス
ク
に
も
気
を
付
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
注
意
が
必
要
な
の
が
、

近
年
、
地
域
銀
行
が
高
い
利
回
り
を

求
め
る
観
点
か
ら
投
資
を
増
や
し
て

き
た
劣
後
債
（
注
２
）
だ
。
劣
後
債
に

は
発
行
か
ら
数
年
後
に
発
行
体
が
期

限
前
償
還
（
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
）

で
き
る
権
利
が
付
い
て
お
り
、
フ
ァ

ー
ス
ト
コ
ー
ル
ま
で
の
期
間
が
債
券

の
実
質
年
限
と
み
な
さ
れ
る
。
国
内

で
発
行
さ
れ
た
劣
後
債
は
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
で
償

還
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
実
態
は

「
期
間
５
年
程
度
の
債
券
」
と
し
て

価
格
評
価
さ
れ
て
お
り
、
下
落
リ
ス

ク
も
大
き
い
。
今
後
さ
ら
に
金
利
が

上
昇
し
、
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
後
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
金
利
が
再
調

達
時
の
金
利
よ
り
も
低
い
場
合
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
を
見
送
る
可
能

性
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
欧
州

で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
救
済
買
収
に
よ
り

ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
が
発
行
す
る
劣

後
債
の
一
種
「
Ａ
Ｔ
１
債
」
の
価
値

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

足
元
で
は
、
劣
後
債
の
期
限
前
償
還

が
懸
念
さ
れ
価
格
が
下
落
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

劣
後
債
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
リ
ス
ク
を

ヘ
ッ
ジ
す
る
に
は
、
企
業
や
国
な
ど

の
破
綻
リ
ス
ク
を
売
買
す
る
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ

プ
」
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

ほ
か
、
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
債

券
の
「
リ
ラ
テ
ィ
ブ
・
バ
リ
ュ
ー
フ

ァ
ン
ド
」
へ
の
投
資
も
一
考
の
余
地

〔図表２〕 地域銀行の有価証券の期末構成比

（出所）　全国銀行協会データから日本資産運用基盤グループ作成。
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は
あ
る
。
だ
が
、
ど
ち
ら
の
手
法
も

専
門
的
な
知
見
が
求
め
ら
れ
る
た
め

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

運
用
を
委
託
す
る
場
合
は

﹁
丸
投
げ
﹂
は
厳
禁

　

も
っ
と
も
、
低
金
利
が
続
い
て
い

た
時
代
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
投

資
を
行
っ
て
い
て
も
含
み
損
は
大
き

な
問
題
と
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

だ
が
、
地
域
銀
行
は
「
低
金
利
が
今

後
も
継
続
す
る
」
と
い
う
前
提
で
、

海
外
債
券
や
マ
ル
チ
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ

ン
ド
な
ど
、
国
内
株
式
・
債
券
以
外

の
非
伝
統
的
資
産
へ
の
投
資
を
増
や

し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
海
外
金

利
や
為
替
が
変
動
し
た
際
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
筆
者
は
投
資
対
象
を
広

げ
た
こ
と
に
伴
う
、
運
用
体
制
お
よ

び
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
高
度
化
を
怠

っ
て
き
た
こ
と
が
今
回
の
含
み
損
問

題
の
根
本
的
な
理
由
で
あ
る
と
考
え

る
。
地
域
銀
行
で
は
少
人
数
で
運
用

や
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ
て
い
る
先
が

多
い
上
、
そ
の
運
用
担
当
者
は
国
内

金
利
が
上
昇
す
る
局
面
で
の
経
験
が

乏
し
い
。
も
っ
と
も
、
充
実
し
た
人

員
が
い
れ
ば
運
用
が
う
ま
く
い
く
わ

け
で
も
な
い
。
実
際
に
、
充
実
し
た

運
用
体
制
を
持
ち
な
が
ら
、
巨
額
の

含
み
損
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
地
域

銀
行
も
あ
る
。
国
内
債
券
の
含
み
損

に
対
処
で
き
る
「
魔
法
の
杖
」
な
ど

存
在
し
な
い
の
だ
。

　

自
ら
の
力
で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、

外
部
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
て

自
行
に
適
切
な
運
用
・
リ
ス
ク
管
理

体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
選
択
肢

に
な
り
得
る
。
具
体
的
に
は
、
①
有

価
証
券
運
用
の
経
営
上
の
位
置
付
け

を
明
確
化
、
②
中
長
期
的
な
目
線
で

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
運
用
を
実
践
、
③

規
律
あ
る
運
用
プ
ロ
セ
ス
と
リ
ス
ク

管
理
の
高
度
化
、
④
人
材
・
体
制
の

整
備
（
含
む
外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活

用
）
│
│
に
つ
い
て
経
営
陣
も
巻
き

込
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要

だ
。

　

た
だ
し
、
市
場
環
境
は
常
に
変
わ

っ
て
い
く
た
め
、
運
用
を
「
丸
投

げ
」
す
る
の
で
は
い
け
な
い
。
そ
の

結
果
や
市
場
環
境
を
自
行
で
継
続
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
成
果
が
見
込

め
な
い
場
合
は
早
め
に
運
用
先
や
商

品
を
入
れ
替
え
る
な
ど
の
対
応
が
重

要
に
な
ろ
う
。
国
内
債
券
の
含
み
損

が
拡
大
し
て
い
る
今
こ
そ
、
運
用
体

制
を
見
直
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。

＊　

＊　

＊

　
３
月
10
日
に
は
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
バ
ン
ク
が
、
12
日
に
は
シ
グ
ネ
チ

ャ
ー
バ
ン
ク
が
破
綻
し
た
。
こ
の
影

響
で
14
日
に
は
日
本
の
長
期
金
利
が

０
・
24
％
に
低
下
し
た
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
予
断
を
許

さ
な
い
が
、
23
年
３
月
期
決
算
の
含

み
損
が
12
月
末
に
比
べ
て
減
少
す
る

可
能
性
が
出
て
来
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
４
月
以
降
再
び
金
利
が
上
昇
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
だ
。

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
日
本
の
地
域
銀
行
と

は
異
な
る
の
で
、
今
回
の
破
綻
と
同

様
の
事
態
が
す
ぐ
に
日
本
で
発
生
す

る
可
能
性
は
低
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
想
定
を
超
え
る
よ
う
な
多
額

の
預
金
流
出
に
よ
り
、
含
み
損
を
抱

え
る
資
産
の
売
却
を
迫
ら
れ
、
業
績

が
悪
化
し
た
り
自
己
資
本
が
減
少
し

た
り
す
る
な
ど
予
期
せ
ぬ
事
態
は
日

本
で
も
起
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
事
態
に
備
え
る
た
め
に
も
、
地

域
銀
行
は
今
の
う
ち
か
ら
抜
本
的
に

運
用
体
制
を
見
直
す
べ
き
だ
。

（
注
）１　

全
国
地
方
銀
行
協
会
お
よ
び
第

二
地
方
銀
行
協
会
に
加
盟
す
る
99
行
。

２　

普
通
の
社
債
よ
り
元
本
お
よ
び

利
息
の
支
払
い
順
位
が
低
い
た
め
に
、

そ
の
分
、
利
率
が
通
常
よ
り
も
高
い

債
券
の
こ
と
。
償
還
ま
で
の
期
間
は

長
く
、
30
年
超
の
長
期
債
や
永
久
債

な
ど
も
少
な
く
な
い
。

い
し
だ　

じ
ゅ
ん

91
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
、
第
一

生
命
保
険
入
社
。
01
年
興
銀
第
一
ラ

イ
フ
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
出

向
。
05
年
あ
お
ぞ
ら
銀
行
入
行
。
06

年
以
降
、
複
数
の
運
用
会
社
で
、
国

内
外
債
券
運
用
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
運
用
、

地
域
銀
行
向
け
国
内
投
信
運
用
に
従

事
。
22
年
か
ら
現
職
。
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